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 平成１８年度が始まって、早１か月が過ぎようとしています。 

今年は桜の開花が例年以上に早かったものの、散る時期がまた例年以上に遅く、いつもより長く桜

を楽しむことができた印象深い４月だったではないでしょうか。 

さて、今年度は、平成１６年３月に策定しました「地域福祉支援計画（地域ささえ愛プラン）」を進捗

状況に応じて見直す年度となります。地域福祉の推進を担う皆さまも、日頃の活動を今一度見直してい

ただきながら、更なる活動の飛躍に繋げていきましょう。 
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【今月の内容】 

《トピックス》 

☆１ 「地域の縁がわづくり」事業募集中！ 

☆２ 「熊本県地域福祉基金助成金」募集中！ 
《地域情報》  

☆１ 「地域の縁がわ」紹介 

  ～ 障害者自立支援センターにしはら「たんぽぽハウス」 ～  
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■■トピックス■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

■ ☆１「地域の縁がわづくり」事業募集中！             ■ 
■    ～ 地域福祉の推進を目指して（ハード基盤の補助）～    ■ 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 

○事業の趣旨 

 県では「地域福祉支援計画（地域ささえ愛プラン）」に基づき、県内各地域での地域福祉の

取組みを促進しているところです。 
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 この計画で目指している「地域の縁がわづくり」に先駆的に取り組む団体をモデル的に支援

し、多様な福祉サービスが育つきっかけづくりを推進するものです。 

○地域の縁がわ 

 誰もが気軽に集え、様々な交流やコミュニティをうみだしていく福祉の拠点のことです。 

 

○募集の対象 

 社会福祉法人、特定非営利活動法人又は非営利の福祉活動を行っている任意団体、家族会、

保護者会等で次の条件をすべて満たすものとする。 

①熊本県内に事務所を設置していること 

②団体の定款、規約等を有すること 

③補助対象となる事業を着実に実施できる事務及び組織体制があること 

④宗教活動や政治活動を目的とした団体でないこと 

⑤特定の公職者（候補者を含む）又は政党を推薦、支持、反対することを目的とした団体 

でないこと 

⑥暴力団でないこと、又は暴力団若しくは暴力団員の統制下にある団体でないこと。 

 

○対象事業 

 高齢者、障害者、子どもなど対象者を限定することなく、誰もが集える次に掲げる福祉の拠

点を熊本県内に設置し、地域住民等へ福祉サービスを提供する事業とします。 

（１）共生型常設住民交流サロン   （２）小規模作業所交流サロン 

 

○助成率・助成金額、対象経費 

 １団体２００万円以内（予算総額４０，０００万円） 

設備費（設備・備品購入）又は施設の改修を対象とし、２分の１以内で補助。 

＊基本事業費（広報関係費等）と管理費（人件費、家賃、光熱水費等）は対象外。 

 

○募集期間  平成１８年４月７日（金）～平成１８年５月３１日（水） 

 

○選考方法 

 県庁外部の有識者や実務経験者等で組織する地域福祉推進委員会で審査（６月中旬の予定） 

 

○募集要項等の配布場所 

 ・熊本県庁本館３階 健康福祉政策課福祉のまちづくり室 

・熊本県庁新館１階 県庁情報プラザ 

・各地域振興局の福祉課 

・くまもと県民交流館パレア「パレアルーム」（熊本市手取本町８－９） 
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・熊本県ホームページ「ただいま募集中」からダウンロードもできます。 

 

○お問い合わせ・申込先 

   熊本県健康福祉部健康福祉政策課福祉のまちづくり室   担当者／金子、柳田        

      熊本市水前寺６丁目１８番１号  ０９６－３３３－２２０１（ダイヤルイン）           

 

■■トピックス■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

■ ☆２「熊本県地域福祉基金助成金」募集中！            ■ 
■    ～ 地域福祉の推進を目指して（ソフト事業への助成）～   ■ 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 

○事業の趣旨 

「地域福祉支援計画（地域ささえ愛プラン）」で目指している「結いづくり」や「ちからお

こし」に取り組む団体をモデル的に支援し、多様な福祉サービスが育つきっかけづくりを推進

するものです。 

 

○募集対象 

 地域福祉活動団体、ボランティア団体、NPO 法人、市町村社会福祉協議会であって、次の条

件をすべて満たすものとします。 

①熊本県内に事務所を設置している団体であること。 

②団体の定款、規約等を有すること。 

③補助対象となる事業を着実に実施できる事務及び組織体制があること。 

④宗教活動や政治活動を目的とした団体でないこと。 

⑤特定の公職者（候補者を含む）又は政党を推薦、支持、反対することを目的とした団体で

ないこと。 

⑥暴力団でないこと、又は暴力団若しくは暴力団員の統制下にある団体でないこと。 

 

○対象事業 

 地域福祉支援計画「地域ささえ愛プラン」の推進に寄与するソフト事業。ただし、県内で実

施する場合に限るものとし、継続的事業にあっては最長３年を限度とします。 

＜例示＞ 

◆結いづくり ：地域の支え合いを進める事業 

（・住民見守り活動・小地域ネットワーク・住民参加型福祉サービス・地域通貨 等） 

◆ちからおこし：地域のパワーアップを図る事業 

（・社会参加促進・コミュニティビジネス・地域で子育てサポート 等） 

◆人づくり：地域住民の支え合う意識づくり、支える人づくり   
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（・啓発セミナー・活動リーダーの養成・世代間交流・子どもたちの健全育成 等） 

◆仕組みづくり：利用者の視点に立った仕組みづくり 

（・住民相談体制の整備・地域福祉ケアマネジメント体制整備・ホームレス支援 等） 

 

○助成率・助成金額、対象経費 

 対象経費の３分の２以内の額（２００万円以内）とします（予算総額１，５００万円）。 

  事業の遂行上必要な報償費、需用費、役務費、使用料及び賃借料など 

＊事務所の維持に要する管理費（人件費、家賃、光熱水費等）は対象外とします。 

 

○募集期間 

 平成１８年４月７日（金）～平成１８年５月１２日（金） 

 

○選考方法 

 有識者や実務経験者等で組織する地域福祉推進委員会で審査（５月下旬の予定） 

 

○募集要項等の配布場所 

 ・熊本県庁新館１階 県庁情報プラザ、新館３階 健康福祉政策課福祉のまちづくり室  

・各地域振興局の福祉課 

・くまもと県民交流館パレア「パレアルーム」（熊本市手取本町８－９） 

・熊本県ホームページ「ただいま募集中」からダウンロードもできます。 

 

○お問い合わせ先 

 熊本県健康福祉部健康福祉政策課福祉のまちづくり室   担当者／小田、内村       

熊本市水前寺６丁目１８番１号  ０９６－３３３－２２０２（ダイヤルイン） 

 

 

■■地域情報■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

■ ☆１「地域の縁がわ」紹介                    ■ 
■   障害者自立支援センターにしはら「たんぽぽハウス」（西原村）  ■ 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 

【事業目的】 

障害者の活動拠点・居場所づくり、障害者と地域住民の交流拠点を整備することにより、「障害

者にバリアーのない村づくり」を目指しています。 

 

【事業内容】 
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障害４団体（身障、知的、精神、児）がそれぞれに活動していましたが、障害者同士や障害者と

地域住民の交流を目指して、地域住民を巻き込みながら交流活動拠点の整備を図りました。 

障害４団体と行政、社協、地域住民等約５０人で、ワークショップを開催し、障害者の「場づく

り」「心づくり」「仕事づくり」の３つのテーマについて検討。西原村の福祉まつりで発表し、地域

住民に理解を求めていきました。 

「場づくり」については、遊休公共施設を応援団（ワークショップ参加者がボランティアとして

参加）によって清掃・改修し、備品等は村民の寄付等で賄って、３障害共生型「障害者自立支援セ

ンターたんぽぽハウス」を創設しました。 

センターの事業内容は、アルミ缶・古新聞回収、縫製品製作・内職作業、自立訓練、ちょっと一

服の場所づくりなどを行っています。 

特に、アルミ缶・新聞の回収事業は、地域住民からの回収要請の連絡を受け、障害者が友愛訪問

を兼ねて各世帯を訪問するもので、地域密着型の取組みです。 

 

【事業の成果】 

地域住民を巻き込んだことにより、我が村のセンターという認識が生まれ、廃品回収の協力や障

害者と地域住民の交流が進みました。 

 

【活用した公的支援制度】 

・地域福祉基金助成事業（熊本県） 

・福祉のまちづくり専門アドバイザーの派遣 
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熊本県地域福祉メールマガジン  

「みんなでたのしく輪になって」 No.２３ 
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【発行】    熊本県 健康福祉部 健康福祉政策課 福祉のまちづくり室 

※ この４月の組織改編により、これまでの「福祉のまちづくり課」が 

「健康福祉政策課 福祉のまちづくり室」となりました。 

----------------------------------------------------------------------------- 

 記載内容に関するお問い合わせ、情報提供、ご意見、配信の解除、メールアドレスの変更な

どのご連絡は、熊本県 健康福祉部 健康福祉政策課 福祉のまちづくり室 まちづくり推進班へ

お願いします。 

また、バックナンバー（No.１～２２）を県庁ホームページ内（「健康福祉」→「地域福祉推

進のためのホームページ」）に掲載しています。ぜひご参照ください。 
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E-mail: kenkoufukushi@pref.kumamoto.lg.jp 

TEL:096-333-2202  FAX:096-387-5992 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

 6


